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1. 調査研究の背景と目的 

 

私は、海外旅行に行ったことがない。それは、言葉の壁

や不安などにより影響されているのが主な原因だが、昔か

ら家族と国内旅行しか行かなかったということもあり、海

外旅行に行こうと思わない。 

私の中で旅行に行く目的は、観光や、思い出づくりや、

学割を使って格安で旅行できることである。 

例を上げるとスキーやスノーボードに行く場合、インタ

ーネットや旅行会社のホームページを見ていくと普通に行

けば高いプランも、学割を使えば安くなるプランや、現在

高速道路や新幹線の開通のより日帰りで帰ってこれるよう

になり今まで高くてあまりいけなかった場所へも日帰りで

はあるが、十分楽しんで友達と遊びに行けるようになった。 

好きなところに旅行に行けるようになり、なおかつ安く友

達と思い出が作れるようになったことが大学生の旅行増加

へとつながっていると思われる。 

 また近年、国内旅行者が増加している。主な要因として

は、景気の持ち直しや地方の交通機関の普及により、旅行

需要を促す出来事が旅行者数増加につながっていると考え

られる。それに伴い日帰り旅行については、宿泊旅行以上

に好調であり、国内延旅行者数は、約3億1,053万人と、

前年比より4.5％増加となっている （公益財団法人日本交

通公社「旅行年報2014」）。かつては宿泊しなければ行くこ

とができなかった観光地への日帰り旅行が高速道路や新幹

線の開通のより 可能になったことで、今まで積極的に力

を入れてこなかった旅行会社も日帰り旅行のプランに 力

を入れ始めている。今まで力を入れてこなかったのは、単

価が低く、手間を掛けて旅行の企画や手配を行っても採算

が取れにくいことに加え、今まではマイカー中心の旅行が

主流であったため、宿泊を伴わないことから、予約業務を

中心とした旅行会社のビジネスモデルに適応しにくいとい

うのが、主な理由であった（一般社団法人 日本旅行業協

会）。 

現在旅行会社で期待されているのは、女優の吉高由里子

が西武鉄道のCMで放映されている女性グループを中心とし

た近場で楽しむ日帰り旅行や、テーマパークや日帰り入浴

施設等への家族・グループでの旅行、スキーをはじめとす

る日帰りのスポーツレクレーションなど、日帰り旅行市場

は、さらに拡大の可能性をもっている。また、宿泊旅行に

比べて単価が低いことから、宿泊旅行から日帰り旅行への

シフトが進むことも予想される。 

私は友達と二人など少人数で旅行することが多い。主な

理由は、インターネットで宿泊先だけ予約し、行きたい場

所を言い合い、プランを練るという自由な行動がとりやす

い旅行が好きだからである。また、サークルなどで団体旅

行をする際は、自由な行動が取りにくく話がまとまらない

ので最初からプランができている旅行会社のパックツアー

を選択することが多かった。 

 大学生活を通し、一つ一つの旅行において宿泊先を予約

したり、旅行先の情報収集をしたりすることでインターネ

ットを使うことは必然的に多かった。インターネットを利

用することによる観光業界の将来性が期待される。 

 国内旅行マーケットの実態と旅行者の志向の調査によれ

ば「パッケージツアーを利用しない旅行」における「ネッ

ト専門旅行予約サイト」を利用した申し込みのシェアが最

も多く2010年から増加の傾向がみられている（旅行者動向

2013年の公益財団法人日本交通公社）。だが、2012年は減

少しており、その分が「宿泊施設に直接電話」に回ってい

る。また、「ネットの検索サイト」の利用率は最大で6割を

占めており、これは半数以上が情報収集源として利用した

り予約したりするためにインターネットを使用していると

言える。 

 現在、旅行会社 予約サイトなどでは交通機関と宿泊が

パックになってお得な情報が掲載されていたり、旅行会社

を会員登録したりLINEで旅行会社の公式アカウントを追加

しておいたりすると、宿泊施設等の予約が簡易的になった

り、支払いが出来たり、ポイントが貯まったりといったネ

ット上でしか取り扱っていない割引クーポンが使用出来る。

その結果、旅行会社同士で競争となっている。さらには、

サイトの場合、口コミや充実度で選んだり、気兼ねなく価

格で選べたりすることもそうだが、何より自分自身のタイ

ミングで予約できるのが良いとされている。また、航空会

社共同サイトや旅行会社共同サイトというような企業間の

連携サイトによる販売チャンネルの拡大も進められてきて

いるとともに、各航空会社の運賃を比較して購買できるサ



イトも生まれている。このように、インターネット取引は

急速に拡大しており利用者の利便促進をもたらしている。 

 そこで、インターネットは旅行にどのような影響をもた

らしているのか、またインターネットを利用することでど

のようなメリットがあるのかという事を調査しようと考え

た。 

 

2. 調査研究方法 

 

 2-1．調査研究の経緯 

 

4～6月  調査テーマ討論・文献調査 

7月  第1回 調査実施・回収・集計報告（予

備調査） 

⒒月  第2回 調査実施・回収・単純集計報

告（本調査） 

12月  第3回 調査実施・回収・単純集計報

告（本調査） 

1～2月     報告書作成 

 

  

2-2．調査の概要 

 

  （1）調査の意図・仮説 

 調査の意図 

 ・年間旅行数 

  文教大学湘南キャンパスに在学している学生を対象に、

宿泊旅行、日帰り旅行頻度。 

 ・旅行の際情報収集源 

  旅行をする際、情報収集は何が多く利用されているの

か。 

 仮説 

 ・宿泊旅行より日帰り旅行の方が大学生は利用率が高 

  い。 

 ・旅行前・旅行中によって情報収集に男女差があるの   

  ではないか明らかにする。 

 

 （2）調査対象者と方法 

    

   調査場所：文教大学湘南キャンパス 

   調査対象：文教大学湘南キャンパス生 

  ・「現代日本の諸問題」を受講している生徒 

  ・「メディア社会学」を受講している生徒 

  ・調査方法：質問紙による集合調査を実施。調査対象

者の選出は、有意抽出法による。その中から不備が多かっ

たものは除外して分析している。 

＊問7において回答に記入漏れが生じているなど 

 

 

  （3）調査回答者概要 

 

   依頼数 

      ：207枚  （現代日本の諸問題：112枚  メ

ディア社会学：95枚） 

   有効回答数 

      ：171枚  （現代日本の諸問題：103枚  メ

ディア社会学：68枚） 

*調査対象者も選出は有意抽出法による。その中から不備が

多い質問紙を除外して分析したため、分析対象者は171名

となった。 

 1年生 2年生 3年生 4年生 合計 

回答者 
104 

(60.8) 

51 

(29.8) 

15 

(8.8) 

1 

(0.6) 

171 

(100) 

 

 男性 女性 合計 

回答者 
60 

(35.1) 

111 

(64.9) 

171 

(100) 

 

 

（4）主な質問項目 

・旅行回数 

  大学生は、宿泊旅行と日帰り旅行のどちらの方が行く   

  機会が多いのか。宿泊、日帰り別に（「1回」から「6   

  回以上」）に旅行に行った度合いを尋ねた。 

・旅行目的 

  大学生は、どういった旅行をして何を得ているのか 

  「楽しむため」「寛ぎ」「勉強」などといった選択項  

  目を用いて尋ねた。旅行目的を尋ねる質問が大学生 

  の旅行意識に変化に影響があると思われる。 

・性別、学科、学年について尋ねた。 

・旅行をするにあたり、メディアの利用が旅行者のスタイ

ルにどういった影響があるのか。 

 

 

 

 

 

 

 



3. 調査研究の結果 

 

3-1. 大学生全体の旅行スタイル 

（1） 大学生における宿泊旅行回数 

  

 大学生における1年間に宿泊旅行に行く回数を調べるた

め、「0回」から「6回以上」までの選択肢で尋ねた。その

結果が図3-1-1である。「0回」16.4％、「1回」が30.4%、

「2回」が28.7%、「3回」が12.9%、「4回」が7.0%、「5回」

が2.3%、「6回以上」が2.3%となった。約8割の大学生は1

年間に少なくとも1回は宿泊旅行に行くことが分かった。 

 

図3-1-1 宿泊旅行数       (n=171,単位：%) 

 

 

（2） 大学生における日帰り旅行回数 

 

 大学生における1年間に日帰り旅行に行く回数を調べる

ため、「0回」から「6回以上」までの選択肢方式で尋ねた。

その結果が図3-1-2である。「0回」が17.0％、「1回」が

14.0%、「2回」が21.1%、「3回」が19.3%、「4回」が11.7%、

「5回」が7.6%、「6回以上」が9.4%となった。約8割の大

学生は1年間に少なくとも1回は日帰り旅行に行くことが

分かった。また、宿泊旅行に比べ日帰り旅行は旅行費があ

まりかからないためか「5回」「6回以上」と旅行に行く人

が多い。 

 

図3-1-2 日帰り旅行数       (n=171,単位：%) 

 

 

(3) 大学生における日帰り旅行交通手段 

 

 日帰り旅行に行くときの、目的地までの交通手段を調べ

た結果が図3-1-3である。「公共交通機関」が76.6%、「自家

用車」が19.9%、「レンタカー」が2.3%、「その他」が1.2%

であった。 

 約8割の大学生は公共交通機関を利用して日帰り旅行の

目的地に向かっていることがわかる。 

 

図3-1-3 日帰り旅行交通手段      (n=171,単位：%) 

 

 

（4）大学生における宿泊旅行金額 

 

 宿泊旅行に行く際、旅行費をいくらまで出せるのか調べ

た結果が図3-1-4である。「2万円～3万円未満」が28.1%、

「4万円～5万円未満」が18.7%、「5万円～7万円未満」が

14.6%、「3万円～4万円未満」が11.1%、「1万～2万円未満」

が10.5%、「7万円～10万円未満」が8.8%、「10万円以上」

が5.3%、「1万円未満」が2.9%となった。 

この結果から、2万円～3万円未満の金額が多いという事は、

宿泊旅行でも「安くて」「近くて」「短い」日数で旅行が好

んでいる人が多いという事がわかる。 

 

図3-1-4   宿泊旅行費                (n=171,単位：%) 

 

16.4% 30.4% 28.7% 12.9%7.0%

2.3% 2.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

0回 1回 2回 3回 4回 5回 6回以上

17% 14% 21.1% 19.3% 11.7%

7.6% 9.4%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

0回 1回 2回 3回 4回 5回 6回以上

19.9%

2.3%

76.6%

1.2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

自家用車 レンタカー
公共交通機関 その他

2.9%

10.5% 28.1% 11.1% 18.7% 14.6% 8.8%

5.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

1万円未満 1万円～2万円未満
2万円～3万円未満 3万円~4万円未満
4万円～5万円未満 5万円～7万円未満
7万円～10万円未満 10万円以上

 



 

（5） 大学生における旅行に行く相手 

 宿泊旅行、日帰り旅行共に誰と行く機会が多いか調べた

結果が、図3-1-5である。「友達」と答えたのが51.5％、「家

族」と答えたのが33.9%、「恋人」と答えたのが8.2%、「1人

旅」と答えたのが6.4%であった。この結果から約半分の学

生は友達と旅行に行くことが多いが、約3割の学生は家族

との旅行も大切にしているという事がわかった。」 

 

図3-1-5 旅行に行く相手    (n=171,単位：%) 

 

 

 

  

(6)大学生における旅行先   

 

 宿泊旅行、日帰り旅行を通して一番思い出に残っている

旅行先を自由記述で回答してもらい、アフターコーディン

グした。その結果が、図3-1-6である。思い出に残ってい

る県1位は、「神奈川県」（20.8%）、2位は、「大阪府」（9.1%）、

3位は、「千葉県」（9.1%）となった。神奈川県が最も選ばれ

回答として多かったのは、箱根やみなとみらいといった観

光地が多く選ばれていた。また、「2位」と「3位」の大阪

府と千葉県は、県内にテーマパークが存在するため今回ラ

ンクインしたと考えられる。」 

 

図3-1-6 思い出に残る旅行 (n=171,単位：%) 

 

 

 

 

 

 

(7)学年別による旅行機会 

 

 宿泊旅行と日帰り旅行どちらに行く機会が多いかについ

て、学年による違いが見られるかについて検証するために、

カイ２乗検定を行った。その結果、5%水準で有意差がみら

れた。（X²（3）=7.85,p<.05）図3-1-7で示されているよう

に、行く機会において1年生は宿泊旅行に比べ日帰り旅行

に行っている割合が圧倒的に多い。2年生においては宿泊、

日帰り旅行共に同等であった。学年問わずとして大学生は

日帰り旅行している割合が高いことがわかる。 

 

   図3-1-7 行く機会 (n=171,単位：%) 

 

(8)性別による日帰り旅行費 

  

  

 日帰り旅行費について性別による違いが見られるかにつ

いて検証するために、カイ2乗検定を行った。その結果、

統計的に有意差は見られなかったが、男女別に表を比較し

てみると(図3-1-8)男性は、最も日帰りで(使用する目安と

して多いのは、「1万円～2万円未満」で41.7%であった。女

性の方も同様に「1万円～2万円未満」で45.9%であった。

よって、大学生の性別による日帰り旅行費として最も多い

のは、「1万円～2万円未満」であった。 

51.5% 8.2%  
6.4% 33.9%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

友人 恋人 1人旅 家族

1位 2位 3位 その他 

神奈川県 大阪府 千葉県  

32人 15人 14人 110人 

20.8 9.7 9.1 60.4 

 宿泊旅行 日帰り旅行 合計 

学年 

1年 31 73 104 

29.8% 70.2% 100% 

2年 25 26 51 

49.0% 51.0% 100% 

3年 4 11 15 

26.7% 73.3% 100% 

4年 1 0 1 

100% 0% 100% 

 合計 61 110 171 

 



 

(9)性別による宿泊旅行費 

 「宿泊旅行費について性別

による違いが見られるかに

ついて検証するために、カイ

2乗検定を行った。その結果、

有意差は見られた。（X²（7）

=14.4,p<.05）それを示した

のが図3-1-9である。 

 男女別に表を比較してみ

ると男性は、宿泊旅行で使用

するお金の目安として多い

のは、「2万円～3万円未満」

（26.7%）であった。女性も

同様に「2万円～3万円未満」

（28.8%）であった。よって、

大学生の性別による宿泊旅

行費として最も多いのは、「2

万円～3万円未満」であった。

しかし、表全体を見ていくと

男性の2番目に多いのは、「1

万円～2万円未満」であり、

女性は、「4万円～5万円未満」

つまり、男性は宿泊旅行する

際、1泊2日のようななるべ

くお金をかけない短期宿泊旅行が最も多いことがわかる。 

一方女性の方は、2泊以上の宿泊旅行をしている可能性が金

額からわかる。少し多く出してでも旅行を長期化し、満喫

しようという傾向にあることから女性の方が男性よりも旅

行にかける費用が多いことがわかる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図3-1-8日帰り旅行費 （X²(7)=14,N.S.） 

 1万円未

満 

1万円

～2万

円未満 

2万円

～3万

円未満 

3万円

～4万

円未

満 

4万円

～5万

円未

満 

5万円

～7万

円未

満 

7万円

～10

万円未

満 

10万

円以

上 

合計 

男性 17 25 8 3 1 1 3 2 60 

28.3% 41.7% 13.3% 5.0% 1.7% 1.7% 5.0% 3.3% 100% 

女性 18 51 28 4 4 5 0 1 111 

16.2% 45.9% 25.2% 3.6% 3.6% 4.5% 0.0% 0.9% 100% 

合計 35 76 36 7 5 6 3 3 171 

 

図3-1-9 宿泊旅行費  

 

 

1 万円

未満 

1 万円

～2 万

円未満 

2 万円

～3 万

円未満 

3 万円

～4 万

円未満 

4 万円

～5 万

円未満 

5 万円

～7 万

円未満 

7 万円

～10万

円未満 

10 万

円以上 

合計 

男性 3 12 16 3 10 6 6 4 60 

5.0% 20.0% 26.7% 5.0% 16.7% 10.0% 10.0% 6.7% 100% 

女性 2 6 32 16 22 19 9 5 111 

1.8% 5.4% 28.8% 14.4% 19.8% 17.1% 8.1% 4.5% 100% 

合計 5 18 48 19 32 25 15 9 171 

 

図3-2-1旅行前情報収集源 （X²(10)=14,N.S.） 

 イン

ター

ネッ

ト 

ガイ

ドブ

ック 

旅行会

社のパ

ンフレ

ット 

TVの

旅行

番組 

旅行

雑誌 

旅行会

社のホ

ームペ

ージ 

友人等

の体験

談 

ブログ

などの

体験談 

県など

のホー

ムペー

ジ 

その

他 

特に

なし 

合

計 

男

性 

55 33 24 10 17 10 9 5 1 2 14 60 

91.7% 55.0% 40.0% 16.7% 28.3% 16.7% 15.0% 8.3% 1.7% 3.3% 23.3%  

女

性 

107 63 23 21 37 11 32 9 6 6 16 111 

96.4% 56.8% 20.7% 18.9% 33.3% 9.9% 28.8% 8.1% 5.4% 5.4% 14.4%  

合

計 

162 96 47 31 54 21 41 14 7 8 30 171 

 



3-2. 旅行とメディアの利用状況 

（1）旅行前情報収集ランキング 

 

旅行に行く前に、情報収集源として大学生はどのようなも

の利用するのか、選択肢から選んでもらい、1位から3位ま

で順位をつけてもらった。 

図3-2-1は、結果を多重回答で整理し、男女別に示したも

のである。有意差はなかったが、男性で最も多く選ばれた

のは「インターネット」（91.7%）であった。次に「ガイド

ブック」（55.0%）であった。次には「旅行会社のパンフレ

ット」（40.0%）であった。 

女性で最も多く選ばれたのは、「インターネット」（96.4%）。

次に、「ガイドブック」（56.8%）。次に「旅行雑誌」（33.3%）

であった。 

 

（2）旅行中情報収集ランキング   

 旅行している最中に、情報収集源として大学生はどのよ

うなもの利用するのか、選択肢から選んでもらい、1位から

3位まで順位をつけてもらった。図3-2-2は、結果を多重回

答で整理し、男女別に示したものである。有意差はなかっ

たが、男性で最も多く選ばれたのは「観光スポットの情報」

（80.0%）であった。次には「食事・名物料理の情報」（58.3%）

であった。その次には「お土産・名産品・ショッピング」

（41.7%）と「移動手段・公共交通・その他の交通機関」（41.7%）

であった。 

 一方女性の方で最も多く選ばれたのは、「観光スポットの

情報」（79.1%）であった。 

次に「食事・名物料理の情報」（68.2%）であった。その次

に「移動手段・公共交通・その他の交通機関」（53.6%）で

あった。 

 この結果、男女共に同じものを旅行中に調べていること

がわかった。また、今回選択式で回答してもらった中にひ

とつも選ばれないものはなかった。つまり、旅行中男女問

わずとして何かしらで調べていることがわかる。 

スマートフォンの普及により、手軽にインターネットが

使用できるようになったことで「インターネット」を選ぶ

人が多かった。だが、その次に選ばれたものは、「ガイドブ

ック」「旅行雑誌」であった。インターネットには及ばない

が、紙媒体も利用する人は多いことがわかる。 

 また、注目すべきは「友人等の体験談」である。女性は

男性よりも「友人等の体験談」を旅行の際、重視して旅行

していることがわかった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図3-2-2旅行中情報収集源 （X²(9)=0.9,N.S.） 

 観光

スポッ

トの情

報 

お土

産・名

産品・

ショッ

ピング 

食事・

名物料

理の情

報 

移動手段・

公共交通・

その他の交

通機関 

電車・飛

行機など

の切符や

チケット 

銀

行・

ATM 

宿泊す

る都市

の情

報 

ホテ

ル・宿

泊施

設 

トラブ

ル時

の情

報 

その

他・ブロ

グ更新

方法 

合

計 

男

性 

48 25 35 25 13 2 9 16 3 4 60 

80.0% 41.7% 58.3% 41.7% 21.7% 3.3% 15.0% 26.7% 5.0% 6.7%  

女

性 

87 52 75 59 26 2 5 16 3 5 110 

79.1% 47.3% 68.2% 53.6% 23.6% 1.8% 4.5% 14.5% 2.7% 4.5%  

合

計 

135 77 110 84 39 4 14 32 6 9 171 

 



図3-2-3 情報収集端末 

 

 パソコン* スマート

フォン 

タブレット

* 

男性(n=60) 4.35 4.60 2.22 

女性(n=111) 3.73 4.77 1.39 

図3-2-4 

 

 

図3-2-5 予約利用率 

 宿泊

先 

食事場

所 

交通関

係 

体験 

男性

(n=60) 

4.07 2.52 2.35 1.87 

女性

(n=111) 

3.85 2.43 1.95 1.73 

 

図3-2-6 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（3）情報収集端末利用率 

 各項目の平均値を男女別に示したものが図3-2-3と図

3-2-4である。 

 

 旅行先の情報収集する際の3つの端末の使用率を示して

いる。利用端末別に見て有意差が見られたのは、「パソコン」

「タブレット」の項目だ。全体的にみて「パソコン」に関

しては、平均値が高い事がわかる。「タブレット」に関して

は平均値が低く、旅行において使用率は高くないが、旅行

中調べ物をする際、大きさから調べやすいというのは「タ

ブレット」を利用する人の特徴ではないかと考えられる。

「スマートフォン」に関しては有意差が見られず、平均は

4.6とほとんどの人が「スマートフォン」を利用して旅行の

情報収集していることがわかる。 

 

 

 

 

（4）インターネット予約利用率 

各項目の平均値を男女別に示したものが図3-2-5と図3-2-6

である。 

 

 旅行前や旅行中に各種予約する際のインターネットを使

用した予約率を示している。予約別に見て有意差が見られ

たものはなかった。だが全体的に平均値が低い中、「宿泊先」

に関しては、平均値が高い事がわかる。少なくとも「宿泊

先」に関しては、予約する場合、インターネットを利用し

て予約している人が男女問わずとして多くいることがわか

る。また、今回、大学生を対象に調査し、ほとんどの大学

生が日帰り旅行を多いため、宿泊に関してあまり利用感が

ないというのも有意差が出なかった原因の一つではないか

と考えられる。 
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3-3. インターネット利用時の重要項目 

 

 旅行前や旅行中にイン

ターネットを利用する上

で重視することについて

28個の項目別に「5．当て

はまる」「4．やや当てはま

る」「3．どちらでもない」

「2．あまり当てはまらな

い」「1．当てはまらない」

の5件法で、それぞれの項

目をどれだけ重要だと思

うか尋ねた。その結果を男

女別で示したのが、表1

である。どの項目について

も回答の平均が「1．当て

はまらない」に寄ったもの

はなかった。「2．あまり当

てはまらない」に寄ったも

のは、「インターネット・

テレビや動画共有サイト

で旅行特集をやっている

とみる機会が多い」「旅行中の天気が調べられる」「ランキ

ング形式で旅行地の有名な場所が記載されているとみる」

であった。「3．どちらでもない」に寄ったものは、「旅行地

のおいしくて有名な食べ物を調べられる」「交通手段がわか

る」「アプリで旅のしおりを作成できる」「旅行地の歴史を

調べられる」「目的地情報を得やすくなり、旅行計画を工夫

できるのがいい」であった。それ以外の項目は比較的重要

視されていると言える。 

 また、男女間で有意差が見られるかｔ検定を行ったとこ

ろ、「宿の口コミ泊まる場所がどんな宿か調べられるのがい

い」において男女間に有意差がみられた

（t=2.420,df=169,p>05）。回答の平均値が男性「3.9」 

女性「4.3」であることから女性は男性よりも、「宿の口コ

ミ」や評価を重視することがわかった。その他にも「旅行

先で道に迷っても、すぐにインターネットを通して調べら

れる」において有意差がみられた（t=2.626,df=91.7,p<.05）。

回答の平均値が男性「4.3」女性「4.6」であることから女

性は男性よりも、道に迷った場合インターネットを通して

調べていることなどがわかった。 

 

 

 

 

表1因子分析結果（8因子） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

因子（平方和、寄与率） 因子の内容 

旅行情報総まとめ（3.3 

11.8%） 

旅行先歴史、アプリで旅のしおりの作成、現地の人・ガイドブックで旅

行、お土産を再度購入、旅行特集を見る、旅先の電話番号を調べる、穴

場スポットへ行く 

場所検索（3.1 11.2%） 旅行地の有名な食べ物調べる、どんな宿か調べる、道に迷っても調べら

れる、季節と観光地の比較、ランキングで有名な旅行地を見る 

予定変更（3.0 10.9%） 計画を柔軟に変更、事前に交通情報を調べる、搭乗券を事前に手配する、

旅行中に連絡が取りあえる、ホームページで旅行先比較、情報得やすく

旅行計画工夫 

格安旅行（2.0 7.32%） バーゲンメールで安値な旅行、交通予約パッケージ購入、オプションツ

アーを比較 

旅行目的（2.0 7.29%） 交通手段調べられる、必要な金額調査、特産品や有名なもの 

都合（1.8 6.74%） 都合に合うプラン選択 

写真（1.4 5.28%） 写真加工 

時間潰し（1.1 4.19%） 暇なとき曲や本を聞いたり読んだりして楽しむ、天気を調べられる 



 

 

図3-3-1 男女別 インターネット利用別重要項目  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（全体：ｎ=171 男性：n=60 女性：n=111） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

* 



 本節では、人々が旅行をする際、満足のいく旅行を

するために、いかにメディアを利用し、旅行している

かについて述べていく。また、男性と女性別に、考え

方の違いが見られるのではないかという観点から、こ

の問題を明らかにしたい。 

 旅行の際、大学生のインターネット利用状況を28項

目のそれぞれについて平均得点を算出し、バリマック

ス回転を用いて、主成分分析による因子分析を行った。 

 第1の因子として、旅行先歴史、アプリで旅のしお

り作成、現地の人・ガイドブックで旅行、お土産を再

度購入、など、「旅行情報総まとめ」に関わるものなど

が高い因子寄与率で抽出された。 

 第2の因子は、旅行地の有名な食べ物調べる、どん

な宿が調べる、道に迷っても調べられる、など、旅行

する場所を調

べるものがき

っかけとなっ

ており、「場所

検索」の因子

である。 

 第3の因子

は、計画を柔

軟に変更、事

前に交通情報

を調べる、搭

乗券を事前に

手配する、な

ど、旅行をす

る際に、「予定

変更」に関わ

る因子である。 

 第4の因子

は、バーゲン

メールで安値

な旅行、交通

予約パッケー

ジ購入、オプ

ションツアー

を比較、など、

安く旅行をす

ることをきっ

かけとなって

いるため「格安旅行」の因子である。 

 第5因子は、交通手段調べられる、必要な金額調査、

特産品や有名なもの、など、旅行をする上で最低限の

必需品であるため「旅行目的」の因子である。 

 第6因子は、都合に合うプラン選択という「都合」

という因子である。 

 第7因子は、写真加工する上での写真に関するもの

なので「写真」という因子である。 

 第8因子は、暇なとき曲や本を聴いたり、読んだり

して楽しむ、天気を調べられる、といった旅行中にで

きた時間に関する事なので、「時間潰し」の因子である。 

 この結果人々は旅行に対し、各種メディアを利用す

ることで自分の思い描いた欲求を充足していることが

わかる。しかし、各種メディアを利用することで依存

 

旅行先歴史 .737 .064 .173 -.144 .090 .191 -.141 .173

アプリで旅のしおり作成
.695 -.113 -.076 .367 .111 .196 .102 -.012

現地の人・ガイドブックで

旅行
.685 .019 .067 .073 -.004 -.021 -.035 .004

お土産を再度購入
.618 .010 .039 .305 -.192 -.021 .237 .074

旅行特集を見る
.558 .138 .462 .104 .037 .218 .009 -.017

旅先の電話番号を調べる
.489 .257 .316 .177 .168 .066 .202 -.202

穴場スポットへ行く .464 .395 -.076 .128 -.083 .046 .300 -.331

旅行地の有名な食べ物調べ

る
.021 .703 .196 -.034 .049 .232 .061 -.006

どんな宿か調べる
.090 .684 .135 .228 .102 -.060 .048 .123

道に迷っても調べられる。 -.123 .585 .159 .015 .296 .117 .076 .055

季節と観光地の記載
.205 .574 .247 .058 -.081 .574 .000 -.013

ランキングで有名な旅行地

を見る。
.211 .532 .237 -.088 .107 .516 .179 -.029

計画を柔軟に変更
.155 .155 .713 .134 .048 .288 .051 .202

事前に交通情報調べる
.096 .222 .647 -.204 .251 -.207 -.013 .050

搭乗券を事前に手配する
.155 .147 .598 .239 .105 .055 .114 -.329

旅行中に連絡がとりあえる -.119 .158 .583 -.006 .047 .153 .473 .075

ホームページで宿泊先比較 .000 .137 .582 .446 .184 .122 -.179 .284

情報得やすく旅行計画工夫
.286 .391 .448 .282 .030 .131 -.062 .147

バーゲンメールで安値な旅

行
.231 .034 .066 .741 .017 .092 .116 .076

交通予約パッケージ購入
.153 .230 .481 .617 -.007 .084 .116 -.120

オプションツアーを比較
.400 .219 .025 .447 .210 .355 .102 -.076

交通手段調べられる。 -.027 .232 .099 .068 .857 -.040 -.008 -.003

必要な金額調査 .101 -.119 .212 -.074 .704 .373 .153 .114

特産品や有名なもの .052 .502 .086 .143 .610 .039 .024 -.076

都合に合うプラン選択 .129 .164 .072 .249 .152 .780 .025 .007

写真加工 .047 .167 .069 .179 .134 .069 .771 -.028

暇なとき曲や本を聞いたり

読んだりして楽しむ。
.391 -.140 .011 -.052 -.137 -.083 .532 .515

天気を調べられる。 .038 .443 .170 .149 .099 .040 .039 .631

旅行目的 都合 写真 時間潰し場所検索 予定変更 格安旅行旅行情報



したり、旅のスタイルに変化を齎したりすることも考

えられる。旅行の際メディアを利用することは、旅行

情報を消費し、消費内容に見合う機能を満たす事で、

満足と期待へ繋がると考えられる。男女別には大きな

差は見られなかった。だが、第3因子の「予定変更」

において「友達と連絡が取りあえる」といった予定変

更と少々ずれた項目も含まれている。これは、以前に

比べ携帯電話の普及により旅行中連絡が取りやすくな

ったことと、インターネットの普及により予約後も柔

軟に予定を変更しやすくなった時代との関係性がある

と思われる。 

 

図3-3-3 旅行時、インターネット利用別 

 

4 調査研究まとめと今後の課題 

 

4-1. 調査研究まとめ 

 今回の調査で、大学生の国内旅行利用率に関する調

査を実施した。まず、宿泊旅行と日帰り旅行の利用者

では、どちらの方が多く利用しているか調査すると、

差がみられた。大学生は、宿泊旅行に比べ日帰り旅行

を多く利用する傾向にあった。つまり大学生は「安く」

「近く」「短い」日数でより多くの場所に行く旅行を満

喫していることがわかる。 

 両旅行に共通していえることが、宿泊旅行日帰り旅

行に行く人は普段のお金の使い道において「趣味・遊

び・レジャー・スポーツ・旅行」に多く使っているこ

とがわかった。つまり、旅行という日常生活から離れ

ていない場所でなくても普段の休日に運動スポーツと

いった室外で活動が多い人ほど旅行に行くという結果

となった。 

 今回の調査で、旅行前・旅行中において情報収集源

に男女による差が見られると考え述べてきたが、情報

収集において大きな差は見られなかった。だが、女性

は、男性に比べ口コミの評価を気にしている傾向が見

られた。女性は、同調圧力に影響される傾向にあると

わかった。   

 また、移動手段として公共交通機関の利用が最も多

かったのだが、車を利用している大学生は全体の2割

を占めていたり、日帰り旅行の交通手段の中に「その

他」を選択肢として入れ、見てみると、自転車を使っ

て旅行していたり、ヒッチハイクを利用して日帰り旅

行している者もいた。大学生は、あまりお金をかけず

により多くの場所へ行き満喫しているのがわかった。

結果、旅行の仕方に男女に差はなく旅行形態に統一し

て同じ考えがあることがわかった。 

 

4-2. 今後の課題 

 今後の課題としては、インターネットを通して宿泊

予約している者は多かった。今後はカードの所有率、

使用率などの観点から調査していくとさらに旅行の仕

方に差が見られると考えられる。今回の調査をするに

あたり、調査内容を様々な点から見ることができる項

目は多く作っていたが、深く追及する項目が欠けてい

た。よりよい調査をする上では質問項目を掘り下げて

作っていくべきであったと感じた。 
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